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１．概要（Summary） 
魚類の鱗や眼の中に存在するグアニン結晶は高い光

反射特性を持つことからバイオレフレクターとして注目さ

れている。六角板状をした生体由来のグアニン結晶は反

磁性異方性により磁場による配向制御が可能であること

から、磁場の on, off により光反射特性を変調できることが

報告されている。我々は、配向に必要な磁場の低減を目

指し、磁性膜を利用した磁気アシスト法の開発を行ってい

る。今回、磁性膜として垂直磁化膜を用いたときの磁気ア

シスト法について検討を行うために、垂直磁化膜を Si 基

板上に成膜した後、Si 基板を深堀することで柱状構造体

の作製を行った。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】  
多機能薄膜作成装置 

【実験方法】 
多機能薄膜作成装置を用い、50mm角の Si基板上に

膜厚 75 nm と 150 nm の 2 種類の TbCo 薄膜を成膜し

た。その後、フォトリソグラフィおよびドライエッチングを行う

ことで柱状構造の作製を行った。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

図 1 に作製した TbCo 薄膜のヒステリシス曲線の振動

型磁力計による測定結果を示す。それぞれ膜厚(a)75 
nm と(b)150 nm の場合であり、磁場の印加方向は膜面

垂直方向である。図からわかるように両者ともにシャープ

な角型を示しており、垂直磁化膜となっていることがわか

る。保磁力はそれぞれ約 400 ｍT と 900 ｍT であり、ヒ 
 
 

ステリシス曲線の角型性からもグアニン結晶の磁場配向

に必要な外部磁界に対して、ほぼ一様な特性を維持でき

ることがわかった。そこで、フォトリソグラフィとドライエッチ

ングを用いて柱状構造の作製を行った。図 2 に作製した

柱状構造の光学顕微鏡像を示す。柱状構造のサイズは

50×50 µm2である。今後、柱状構造を用いたグアニン結

晶の磁場配向特性について検討を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.1 Hysteresis loops of TbCo film with (a) 75 nm and 
(b) 150 nm in thickness. 
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Fig.2 Fabricated prismatic 
structure of TbCo film on Si 
substrate. 


